
お
知
ら
せ

全
国
消
費
実
態
調
査
を
実
施

　

９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
カ
月
間
、

家
計
の
収
支
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
全
国
消
費
実
態
調
査
を
実
施
。

　

調
査
結
果
は
年
金
・
介
護
な
ど
社

会
保
障
政
策
を
検
討
す
る
上
で
重
要

な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

国
が
定
め
た
方
法
で
選
ん
だ
世
帯

を
対
象
に
、
所
得
や
資
産
、
介
護
・

育
児
と
収
支
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

調
査
。
対
象
世
帯
に
は
７
月
下
旬
か

ら
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く
基

幹
統
計
調
査
で
す
。
調
査
の
対
象
と

な
る
世
帯
に
は
報
告
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。
調
査
の
結
果
を
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
情
報
政
策
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
５
１
８

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
、
地
震
に
弱
い
部
分

や
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
べ

ま
す
。耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、

耐
震
改
修
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

対
象
住
宅
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市

内
の
木
造
住
宅
、
先
着
20
戸
。
①
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

②
平
屋
か
２
階
建
て
③
在
来
軸
組
工

法
で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
、
確
認
通
知
書

な
ど
の
図
面

申
７
月
22
日
㈫
〜
８
月
15
日
㈮
に
市

役
所
建
築
指
導
課
（
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
７
５
２
）
へ
直
接

新
増
築
家
屋
を
職
員
が
調
査

　

こ
と
し
１
月
２
日
以
降
に
新
増
築

し
た
家
屋
は
、
来
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
資
産
税
課
職
員
か
富
士

見
支
所
職
員
が
家
屋
調
査
に
伺
い
ま

す
。

　

事
前
に
手
紙
や
電
話
で
調
査
日
時

の
都
合
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
都
合

の
良
い
日
時
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
築
に
伴
い
取
り
壊
し
た

家
屋
が
あ
る
場
合
は
、
調
査
の
際
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
資
産
税
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

６
２
１
８
、
富
士
見
地
区
に
つ
い
て

は
富
士
見
支
所
☎
０
２
７
―
２
８
８

―
１
９
４
１

退
職
金
の
悩
み
解
決
し
ま
せ
ん
か

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の

国
の
退
職
金
制
度
。
こ
の
制
度
の
掛

け
金
は
全
額
非
課
税
で
、
そ
の
一
部

を
国
と
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
が
で
き
、

退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支
払
わ
れ

る
た
め
、
管
理
が
簡
単
で
す
。
そ
の

他
に
、
加
入
後
の
掛
け
金
月
額
の
変

更
や
短
時
間
労
働
者
も
加
入
で
き
る

な
ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　

優
秀
な
人
材
の
確
保
や
従
業
員
の

労
働
意
欲
向
上
の
た
め
に
も
、安
全
・

確
実
な
こ
の
制
度
を
、
ぜ
ひ
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４

響
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
24
日
㈭
午
後
６
時
30
分

会
場
＝
永
明
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
０
２
７
―
２

１
０
―
２
２
７
３

前
橋
工
科
大
の
校
内
を
体
験

　

前
橋
工
科
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
進
学
を
希
望

し
て
い
る
高
校
生
や
受
験
生
、
保
護

者
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
27
日
㈰
午
前
11
時

内
容
＝
大
学
説
明
、
学
科
紹
介
、
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

問
同
大
☎
０
２
７
―
２
６
５
―
０
１

１
１

旧
前
東
商
高
の
施
設
を
貸
し
出
し

　

旧
前
橋
東
商
業
高
の
体
育
館
や
軽

ス
ポ
ー
ツ
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

利
用
に
つ
い
て
、
10
月
以
降
の
利
用

調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
30
日
㈬
午
後
７
時

会
場
＝
大
胡
地
区
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る
人
が
過
半
数
を
占
め
る
10
人
以

上
の
団
体

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
宮
城
体
育
館
☎
０
２
７
―
２
８
３

―
８
７
３
５

総
合
福
祉
会
館
利
用
に
制
限

　

総
合
福
祉
会
館
で
は
、
９
月
７
日

㈰
か
ら
11
月
９
日
㈰
ま
で
、
駐
車
場

の
拡
張
工
事
を
行
い
ま
す
。
期
間
中

は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す
る
た
め
、

利
用
者
の
駐
車
台
数
が
50
台
を
超
え

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
多
目
的

ホ
ー
ル
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
総
合
福
祉
会
館
☎
０
２
７
―
２
３

７
―
０
１
０
１

火
災
警
報
器
取
り
付
け
を
支
援

　

就
寝
時
の
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
局
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
購
入
し
て
も
取
り
付
け
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
家
庭
を
対
象
に
、
職

員
が
訪
問
し
て
取
り
付
け
の
支
援
を

し
ま
す
。

対
象
機
種
＝
電
池
式
の
も
の
（
機
種

配
線
工
事
が
必
要
な
も
の
や
、
無
線

式
の
も
の
は
取
り
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

申
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
へ
電
話
で

問
消
防
局
予
防
課
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
４
５
０
７

な
い
よ
う
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定

や
利
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
家
族

で
よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
青
少
年
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

５
８
７
２

大
規
模
小
売
店
舗
の
地
元
説
明
会

　

株
式
会
社
セ
キ
チ
ュ
ー
が
、
ホ
ー

ム
マ
ー
ト
セ
キ
チ
ュ
ー
前
橋
駒
形
店

（
東
善
町
）
の
営
業
時
間
変
更
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
。
大
規
模
小
売

店
舗
立
地
法
に
基
づ
き
、
周
辺
の
影

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

　

７
月
15
日
㈫
か
ら
８
月
31
日
㈰
ま

で
、
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
は
気

の
緩
み
か
ら
、
青
少
年
が
深
夜
に
外

出
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
学
校
や
家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
夏

休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト

環
境
は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
有
害
サ
イ
ト
を
介
し

て
犯
罪
の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら

コラム ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　今、たくさんの方々の連帯が前橋を輝かせ
ようとしています。　　　　　　　　　　　
　中心市街地では民間優良開発や空き店舗を
活用したシェアハウス事業などが次々に動き
出していますが、今後より一層、民間の方々
が事業に取り組みやすい環境を整えるための
計画（市街地総合再生計画）を策定しています。
　また、広く市内を見渡してみると、上武国
道をはじめとする交通網の充実、医療機関や
通信指令システムの整備による全国トップク
ラスの救急体制の構築、前橋南IC周辺開発
等による新たな雇用の創出など、「質感ある暮
らし」の充実に向け歩み続けています。　　
　先日国税庁が公表した平成26年路線価によ
ると、前橋の商業地は全国県庁所在都市中46
位であり、住宅地は同32位でした。　　　　
　都市整備が進んでいるにも関わらず地価を
始めとする物価水準が低い本市は、「高質で暮
らしやすい」都市であることの証明かもしれ
ません。　　　　　　　　　　　　　　　　
　さあ、34万市民の融和により
「前橋を再生」いたしましょう。

スポーツ大会情報
●  テニスシングルス（９月13
日㈯から、前橋総合運動公
園）
詳しくは市民体育館（☎027-
265-0900）に問い合わせるか、
本市ホームページをご覧く
ださい。

大室公園で釣りができます
　大室公園の五料沼の一部に釣り場を整備
しました。ルールを守って利用しましょう。
詳しくは本市ホームページをご覧ください。
利用日時＝11月30日㈰まで（夜間は禁止）
問公園管理事務所☎027-210-2010

大室公園

北駐車場

P
南駐車場

大室公園
管理事務所

じゃぶじゃぶ池

みんなのはらっぱ

小二子古墳

後二子古墳

全体模型

五料山

中二子古墳

五
料
沼

（時の広場）

おまつり
広場

釣り場

有害サ 有
害
サ
イ
ト

害サ
害
サ
イ
ト
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